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政 治 団 体 の 名 称

主たる事務所の所在地

代 表 者 の 氏 名

会 計 責 任 者 の 氏 名

収支報告書作成担当者の氏名
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4号 様 式(第8条 関係)

(その1)

収 支 報 告 書(平 成26年 分)
(平成 年 月 日開催パーティー分)

1～4は 提出 日現在の内容を記入

※太 枠 内 に必要 事 項 を記入 す る こ と。

※該当箇所に 図 を入れること。・

政 治 団 体 の 区 分

いしぜきたか しをそだてるかい

1コ

田

口

政 党

政 党 の 支 部

政 治 資 金 団 体

政 治 資 金 規 正 法 第18条 の2
第1項 の 規 定 に よ る 政 治 団 体

そ の 他 の 政 治 団 体

(資金管理団体を含む)

そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

石関たかしを育てる会

群馬県伊勢崎市宗高町82-1

石関貴史

(受付印)

群選
27.61-1山越清彦 活 動 区 域 の 区 分

口

図

2以 上 の都 道 府 県 の 区域 等

群 馬 県 内

資金 管理 団 体 の指 定 の有 無(12/31又 は解散日現在) 国会議 員 関係 政治 団 体 の 区分(12/3収 は解散日現在)

、

公職の候補者
の氏名

公職の種類
(選挙区等)

*国会議員関係政治団体以外の団体は空欄

図 政瀞 鎌 正法第19条 の7第1項 第1号}こ係る
国会議員関係政治団体

回 講 書講 離 の7第1項第2号1こ係る

口 有[ヨ 無

田島國彦

公職の種類
(選挙区等)

資金管理団体
の届出をした
者の氏名

*以 下は 「有」の場合のみ記入(「 無」の場合は空欄)

(現 ・候)

(電話連絡先)

石関貴史
090-4815-4347

衆議院議員 卑 候)

制

(選管使用欄)

資金管理団体の指定の期間 国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間番 号

3049
*年 の途中で指定又は取消をした場合のみ記入 *年 の途中で指定又は取消をした場合のみ記入

鞍 輩 員:1袈
平成 年 月 日

平成 年 月 日

から

まで

㎏ レ験 匿へ 躍,晶 回,噺 瓶 ㍗ 聾 ρFメ ー



±雑 《 輩 浮Frξ ∫鑑w'h」 物 σ"嘱 噛P4'門 湘 μ 晒 砂鮨噺 τノ 瞭

(そ の2)

1収 支の総括表
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収 支 の 状 況

酬(皆 "ぱ 瀞 ㌔rP帆 湯,撫y

収 入 総 額 A=B+C 0

(前 年 か ら の 繰 越 額)*前 年の収支報告書から転記 B 0

(本 年 の 収 入 額) C 0

支 出 総 額 D 0

翌 年 へ の 繰 越 額 E=A-D 0

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人の負担す る党費又 は会 費*会 社や法人会員からの会費は[寄附]に計上

0金 額

員 数(党 費又は会費を納入 した人の数) 0人

(2)寄 附*本 部 ・支部間の交付金は含まれない→(そ の5)に 計上

政党(支部を含む)
及び政治資金団体
以外は法人その他
の団体からの寄附
を受けられない

←

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0 (その7)に 内訳 を記載

(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法人その他の団体からの寄附 0 (その7)に 内訳 を記載

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0 (その7)に 内訳を記載

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 0

(寄附の うち寄附のあっせんによるもの) 0 (その8)に 内訳を記載

イ 政 党 匿 名 寄 附 0 (その9)に 内訳を記載

合 計(ア+イ) 0

㎜u碑a



h蝋h輪 脳 み¥いRM嘱 ・"ゐ 旨 ㌣ 陛^μ 凡'↓%嘱 、揺 勘 観届 ・w暫"♂ 喝 臥6`丘 漁 曜、臣施 ♪ ぽ 轄 ・P圏 帥幡 萩5噺 伽 酬 、 噸{賭 レ幅 ノ'蘇 駄'式 衛 艀'ン 砂 周 てb㌧N「 ▼"〆 く 罰 悩'"噛 ・ 噛 粥 ぐ'帯 叫 喫 刷脚 湾藍写轍κ や'へ"曜 即 知」 、凋5鼻^b鴎 脚贈 憐 炉F、 ・ ウn}耀w無 ヒ ニレ 心 ・ ハ'Fη 鴨 ・r

o●

(その・7)資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表*す べての項目について 「有」又は 「無」に 図 を入れること。

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 口

イ 建 物 口 団

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 回

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 団

オ 魏(熟 預(攣畿 覧預3熱 く… 口 図

力 金 銭 信 託 口 団

キ 有 価 証 券 口 団

ク 出 資 に よ る 権 利 口 団

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 図

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 図

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利 口 団

シ 借 入 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 口 画
*「 有」の場合、項目別区分 ごとに内訳 を(そ の18)に 記載 する こと。
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(そ の20)
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宣 誓 書

●

骨 八 爪年

添付書類(別 添の とお り)

*添 付 したものに 図 を入れ ること。

口

口

畝一

1領 収書等の写し

2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違 あ りません。

平成27年5月31日

政治団体の名称

会計責任者の氏名

石関たか しを育てる会

山越清彦(跡

*代 表者については解散年分のみ必要(通 常は不要)

代表者 の氏名

*解 散の場合、

㊥

「解散届」及び 「資金管理団体指定取消届」(資 金管理団体のみ)も 同時に提出すること。
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政治資金監査報告書

平成27年5月31日

石関たかしを育てる会

代表 石関貴史殿

登録政治資金監査人

登 録 番 号 第3053号

研修終了年月 日 平成21年11月2億 、

1 _.幽5臥 馨
(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」という。)第19条 の13第1項 の規定に基づき、石関たかしを育て

る会の平成26年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のすべての期間を対象 として、当該収

支報告書並びに当該収支報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の

明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写 しを

o 含む。以下同 じ。)について、支出に関す る政治資金監査を行った。

℃ (2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正化委員会が定める「政

治資金監査に関す る具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マニュアル」とい う。)に 基づき行った。

(3)私 の責任は、外部性 を有する第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成又は徴取した

収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出

の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出 目的書について、政治資金監査マニュアルに基づき

政治資金監査を行った結果を報告することにある。

(4)こ の政治資金監査は、石関たかしを育てる会の主たる事務所において行った。

2 監査の結果

私が実施した政治資金監査の結果は、以下の とお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿が保存 されていた。

なお、政治資金監査の対象期間においては、石関たか しを育てる会に係る支出はなく、明細書、領収

書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係 る支出目的書及び振込

o
明細書は存在 しなかった。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会議員関係政治団体に

係 るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会

計帳簿を備 えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項について、法第12条 第1項 に規定する収支報告書は、会

計帳簿に基づいて、支出が計上されていない状況が表示 されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等は、

存在 しなかった。

3 業務制限

石関たか しを育てる会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反する事実はない。

また、石関たか しを育てる会と政治資金監査の業務を補助 した使用人その他の従業者 との間においても、

同様である。

以上


